
吸水調整材　セメント混和用ポリマーディスパージョン

1. 吸水の激しい下地に塗布することで、モルタルの塗り下地に対する吸水を調整して、接着性を 

安定させます。 

2. 耐水性・耐アルカリ性に優れているので、長期間安定した性能が得られます。 

3. セメントに混入することで、セメントモルタルの物性を向上・安定させることが出来ます。 

4. 徹底された品質管理の下で製造していますので、常に安定した性能が得られます。 

● 吸水調整材（塗布工法） 

● ドライアウトの防止（混入工法） 

● モルタルの物性向上（混入工法） 

● 長期接着耐久性（混入工法） 

コンクリート・ＰＣ板・ＡＬＣパネル 

  コンクリートブロック  

押し出し成型セメント板  

                      

塗布工法（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 
標準 

施工面積 
混入工法（例） 

標準 

施工面積 

ｽﾀｯｺﾌﾟﾗｲﾏｰ#3 清水 

450～900㎡ 

（100～200ｇ/㎡） 

ﾗｲﾄｾﾒﾝﾄ B0 20㎏（1袋） 
各種モルタル 

製品のカタログを

参照ください。 
18 ㎏（1 缶） 72Ｌ 

ｽﾀｯｺﾌﾟﾗｲﾏｰ#3 2kg 

清水 3.8～4.8Ｌ 

 

使用方法 

塗布工法の場合 

刷毛・スプレー・デッキブラシ等を用いて下地面にムラなく塗布してください。 

塗布後、2 時間～18 時間程度乾燥させてください。その間、埃等が付着しないように注意してください。 

※ＡＬＣ下地の場合は、上記標準配合を前日 1 回・モルタル施工当日 1 回に分けて 2 度塗布してください。 

※床面に塗布した場合は、液だまりが出来ないように注意してください。 

混入工法の場合 

ライトセメントシリーズのプレミックスモルタルに混入する場合は、各製品のカタログに記載されている仕様・ 

注意事項に従ってご使用ください。 

また、現場調合モルタルに混入する場合は、3 倍希釈で混錬りしてください。 

エチレン酢酸ビニル（ＥＶＡ）系エマルジョン 



試験結果 

 ※塗布工法の性能 

接着試験 結 果 規格（日本建築仕上学会規格Ｍ-101） 

標準状態 異常なし ２．１９Ｎ/㎜ 2（界面： ０％） 

著しいひび割れ及び剥離離がなく、 

接着強度が１．０Ｎ／㎜ 2 以上で 

界面破断が５０％以下であること 

温冷繰り返し抵抗性 異常なし １．６１Ｎ/㎜ 2（界面：２０％） 

凍結融解抵抗性 異常なし １．８３Ｎ／㎜ 2（界面：３５％） 

熱アルカリ溶液抵抗性 異常なし １．５１Ｎ／㎜ 2（界面：４０％） 

 
試験の種類 試 験 項 目          単位 試験結果 規格（JIS A 6203） 

ディスパー 

ジョン 

の試験 

外 観 ― 粗粒子・異物・凝固物がない 粗粒子・異物・凝固物がないこと 

比 重 － １．０５０ ― 

PH － ５．１ ― 

粘度（20±1℃） ｍPa・s １４１０ ― 

全固形分 ％ ４５．３ ３５．０以上 

ポリマーセメント 

モルタル 

の試験 

単位容積質量 ｋｇ／ℓ １．８１ ― 

曲げ強さ Ｎ／mm２ １２．９ ８．０以上 

圧縮強さ Ｎ／mm２ ３４．６ ２４．０以上 

接着強さ Ｎ／mm２ ２．３ 1．０以上 

吸水率 ％ ４．０ １０．０以下 

透水量 ｇ ３．０ １５以下 

長さ変化率 ％ ０．０５ ０～０．１５０ 

 

※混入工法の性能 

ホルムアルデヒド放散等級 
日本建築仕上材工業会登録 

表示登録番号 ０３０８００８ 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散等級区分表示 Ｆ☆☆☆☆ 

施工上の注意 ●清水には、水道水を使用して下さい。●気温３度以上を維持し、凍結防止の為に適切な養生を行って下さい。 ●直射日光の当たる

所、通風の激しい場所での施工ではシート等で養生を行って下さい。●直射日光下及び３℃以下での保管は避けて下さい。●湿気や雨掛かりに注意し

て保管して下さい。安全上の注意●取り扱う際は、保護メガネ・保護手袋等の保護具を着用して下さい。●取り扱い後は、顔 ・ 手 ・ 口等を洗浄して

下さい。●材料が目に入った場合はただちに水洗いをしてすみやかに医師の診断を受けて下さい。●飲み込んだ場合は、直ちに吐かせ医師の診断を

受けて下さい。●漏出した製品が河川・下水道へ流入すると環境を汚染するおそれがありますので充分注意して下さい。 

●廃棄する場合は、産業廃棄物として処理して下さい。 

荷姿
・ 18 ㎏ / 缶
・  3 ㎏ / ポリ容器

0748-77-3155

●このパンフレットは２０２２年１０月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。

vol.5-2

問合せ窓口
広　島 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1
福　岡 0 9 2 - 4 3 3 - 6 2 6 2
鹿児島 0 9 9 - 2 2 2 - 5 1 3 9

札　幌 0 1 3 3 - 6 2 - 5 5 8 0

東　京 0 3 - 3 9 8 1 - 2 5 0 0

仙　台 0 2 2 - 7 0 6 - 5 7 1 0
北関東 0 2 8 0 - 9 8 - 5 2 3 2

横　浜 0 4 5 - 5 9 5 - 1 5 5 0
0 2 5 - 3 6 4 - 6 0 6 6新　潟

金　沢 0 7 6 - 2 9 0 - 2 2 5 6

名古屋 0 5 6 8 - 6 9 - 5 2 0 0

松　本 0 2 6 3 - 3 0 - 1 5 6 2
静　岡 0 5 4 - 6 5 5 - 5 1 5 0  

0 6 - 7 6 6 8 - 5 3 2 0大　阪
岡　山 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1


